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このたび、第10回日本てんかん学会東海北陸地方会を平成29年7月8日（土）

に、じゅうろくプラザ（岐阜市）で開催させていただくことになりました。

本地方会の岐阜県での開催は今回が初めてであり、日本てんかん協会岐阜県

支部の共催のもと鋭意準備をすすめております。

会は市民公開講座・地方会本会・イブニングセミナーの3部構成になってお

り、どのセッションからもご参加が可能です。

市民公開講座では、岐阜県のてんかん専門医である渡邊宏雄先生（すこやか

こどもクリニック）と篠田　淳先生（木沢記念病院）に、それぞれ小児診療

医、成人診療医のお立場からご講演いただきます。

地方会本会では12題の一般演題をいただきました。今回は東海・北陸のみな

らず、岡山県からも演題発表をしていただきます。有意義な意見交換が行わ

れることを期待しております。

イブニングセミナーでは、てんかん診療に造詣が深い、愛知医科大学小児科

教授の奥村彰久先生に「急性発作の診療：新生児と小児」の演題でご講演い

ただきます。

岐阜市は金華山や長良川で代表されるように、山紫水明で自然豊かな美しい

町です。学会終了後にでも、お時間があれば、鵜飼いや長良川の花火などの

観賞をお楽しみいただければ幸いです。

スタッフ一同、皆様のご来場をお待ちしております。

平成29年7月

第10回日本てんかん学会東海北陸地方会　会長

日本てんかん協会岐阜県支部　代表

岐阜県総合医療センター　小児科　部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今村　淳

ご挨拶



■ ご案内

会　　期：平成 29 年 7 月 8 日（土）

会　　場：じゅうろくプラザ　5階　大会議室

　　　　　〒500-8856　岐阜市橋本町 1丁目 10 番地 11　 

　　　　　TEL 058-262-0150（代）

参加受付：9：30 ～　じゅうろくプラザ　5階　大会議室　入口

会　　費：2,000 円　受付時に現金でお支払いください。

　　　　　　　　　  市民公開講座の参加は無料です。

ＰＣ受付：9：30 ～　じゅうろくプラザ　5階　大会議室　入口

　　　　　Windows Power point 2010/2013 を準備します。

　　　　　データは USB フラッシュメモリに保存してご持参ください。

　　　　　Macintosh の場合は PC 本体をお持ちください。

ノートパソコンをお持ち込みの場合（Windows, Macintosh とも）：

　1) 外部出力ができる PC をご持参ください。 

　2) 会場に用意できるケーブルコネクタ―は mini D-sub15 ピンです。

　3) 変換が必要な場合は付属アダプターも各自でご用意ください。

　4)※HDMI や Mini DisplayPort など D-sub 15 ピン以外の接続はお受けできません。

　5)※必ず AC アダプター（電源コード）をご持参ください。 

発　　表：発表時間は 8分、質疑応答は 4分です。時間厳守をお願いいたします。

　　　　　プロジェクターは 1台用意します。

アクセスマップ・会場見取り図（次ページ）
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アクセスマップ

会場見取り図
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＜公共交通機関＞

・JR岐阜駅より…………………徒歩/約３分

・名鉄岐阜駅より………………徒歩/約７分

・岐阜各務原Ｉ.Ｃより約10km …車/約15分

・岐阜羽島Ｉ.Ｃより約15km ……車/約20分

＜駐車場＞

有料駐車場58台収容。

ただし一部車種についてはスペースの関係上、

お断りする場合があります。

〒500-8856　岐阜市橋本町１丁目10番地11

TeL.058-262-0150㈹　Fax.058-262-0151
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■ プログラム

１.市民公開講座 10:30 ～ 12:00 じゅうろくプラザ　5階　大会議室

　座　長： 矢野大仁 先生（岐阜大学医学部脳神経外科　臨床教授）

    講演① こどものてんかん～発作症状と新しい治療～

    演者： 渡邊宏雄 先生（すこやかこどもクリニック院長）

    講演② 大人のてんかん患者さんが気をつけること

    演者： 篠田　淳 先生（木沢記念病院副院長・中部療護センター　脳神経外科）

　　（市民公開講座　共催：日本てんかん協会岐阜県支部）

２.運営委員会 12:40 ～ 13:25　じゅうろくプラザ　5階　小会議室 1

　　　　運営委員の先生方はお越しください。

３.地方会本会 13:30 ～ 16:00　じゅうろくプラザ　5階　大会議室

    一般演題　第一部：13:30 ～ 14:45

　座　長： 太田穂高 先生（三重県立総合医療センター　小児科）

 １. 入浴後のてんかん発作を繰り返した乳児の発作時脳波

　　○中田智彦1)、田中雅大1)、岡井　佑1)、坂口陽子1)、　山本啓之1)、大野敦子1)、

　　　城所博之1)、　根来民子2)、渡邊一功1)、石井敦士3)、廣瀬伸一3)、夏目　淳1)

　　　名古屋大学　小児科 1)　

　　　日本福祉大学子ども発達学部　心理臨床学科 2) 　

　　　福岡大学　小児科 3)

 ２.腎不全加療のため球形吸着炭を併用し、けいれん増悪を来した 4p-症候群の１例

　　○川合裕規 1)、山本崇裕 1)、久保田一生 1)、木村　豪 1)、川本美奈子 1)、

　　　川本典生 1)、折居建治 1)、深尾敏幸 1)、松隈英治 2)

　　　岐阜大学医学部附属病院　小児科 1)

　　　岐阜県総合医療センター　小児科 2)

 ３. 発作的な筋緊張亢進を認めた重症心身障害児 2例の検討

　　○小林瑛美子 1)、阪下達哉 1)、松波邦洋 1)、熊崎香織 1)、今村　淳 1)、

　　　所　訓子 2)、後藤浩子 2)、長沢宏幸 2)

　　　岐阜県総合医療センター　小児科 1)

　　　同　小児療育内科 2)

４



４.West 症候群 NHO-Japan 342 ACTH cases study：脳炎後 12 症例

　West syndrome NHO-Japan 342 ACTH cases study: 27patients with tuberous sclerosis

　高橋幸利 1)、太田晶子 1)、井上有史 1)、遠山　潤 2)、藤田浩史 3)、池田ちづる 4)、

　高橋純哉 5)、田中茂樹 6)、長尾雅悦 7)、白神浩史 8)、金子英雄 9)、澤井康子 10)

　国立病院機構　静岡てんかん・神経医療センター 1)

　国立病院機構　西新潟中央病院 2)

　国立病院機構　青森病院 3)

　国立病院機構　熊本再春荘病院 4)

　国立病院機構　三重病院 5)

　国立病院機構　長崎医療センター 6)

　国立病院機構　北海道医療センター 7)

　国立病院機構　岡山医療センター 8)

　国立病院機構　長良医療センター 9)

　国立病院機構　奈良医療センター 10)

５. ラコサミドが著効した左島皮質由来のてんかん発作

　森　仁

　倉敷中央病院　神経内科

６.パーキンソン病による幻視と鑑別を要した側頭葉てんかんの一例

　中山丈夫、柳田成史、早瀬史子、今村久司、髙野誠一郎

　日本赤十字社　福井赤十字病院　神経内科

　一般演題　第二部：14:45 ～ 16:00

　座　長：三輪和弘先生（岐阜県立下呂温泉病院　脳神経外科）

７.扁桃体腫大を伴う内側側頭葉てんかんで、SEEG にて発作起始領域を海馬と同定した一例

　前澤　聡 1)、2)、石崎友崇 1)、中坪大輔 1)、加藤祥子 1)、柴田昌志 1)、

　夏目　淳 3)、山本啓之 3)、吉田真理 4)、寶珠山　稔 2)、若林俊彦 1)

　名古屋大学　脳神経外科 1)　

　名古屋大学　脳とこころの研究センター 2)　

　名古屋大学　小児科 3)　

　愛知医科大学　加齢医科学研究所 4)

８. てんかん重積発作における MRI 異常信号の検討

　野村悠一、矢野大仁、澤田重信、山内圭太、江頭裕介、榎本由貴子、中山則之、

　大江直行、岩間　亨

　岐阜大学医学部附属病院　脳神経外科

５



９.一次運動野の切除をおこなった Perirolandic epilepsy の 2 例

　近藤聡彦、臼井直敬、寺田清人、池田浩子、堀野朝子、荒木保清、中岡健太郎、松平敬史、

　出渕弦一、鳥取孝安、井上有史

　静岡てんかん・神経医療センター

10.難治性てんかんに対する VNS 治療の長期予後 〜刺激開始後 5年以上の経過〜

　山添知宏、山本貴道、藤本礼尚、飯島健太郎、西村光代、佐藤慶史郎、中戸川裕一、

　黒田直生人、天野裕貴、金井創太郎、板村信司、馬場信平、岡西　徹、榎　日出夫

　聖隷浜松病院 てんかんセンター

11.治療に難渋した congenital bilateral perisylvian syndrome の一例

　山本貴道 1)、渡邊宏雄 2)、山添知宏 1)、飯島健太郎 1)、岡西　徹 1)、

　藤本礼尚 1)、榎　日出夫 1)

　聖隷浜松病院てんかんセンター 1)

　すこやかこどもクリニック 2)

12. 高齢発症のてんかん例

　羽部　仁

　はぶクリニック

４.総会　16:00 ～ 16:15　じゅうろくプラザ　5階　大会議室

５.休憩　16:15 ～ 16:30

６. イブニングセミナー　16:30 ～ 17:30　じゅうろくプラザ ５階 大会議室

　座 長： 今村　淳 先生（岐阜県総合医療センター　小児科）

　　講演：急性発作の診療：新生児と小児

　　演者：奥村彰久 先生（愛知医科大学小児科教授）

　　

　　（イブニングセミナー共催：ユーシービージャパン株式会社・大塚製薬株式会社）
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演題抄録 

一般演題 1 

入浴後のてんかん発作を繰り返した乳児の発作時脳波 
 
○中田智彦 1)、田中雅大 1)、岡井 佑 1)、坂口陽子 1)、 山本啓之 1)、大野敦子 1)、城所博之

1)、 根来民子 2)、渡邊一功 1)、石井敦士 3)、廣瀬伸一 3)、夏目 淳 1) 
名古屋大学 小児科 1)  

日本福祉大学子ども発達学部 心理臨床学科 2)   
福岡大学 小児科 3) 
 
【緒言】 
入浴に関連するてんかん発作を伴うDravet症候群や hot water epilepsyでは誘因の確定が
診療に有用である。今回私たちは、入浴後の体拭きの間に発作を起こす乳児に対し、誘因

および発作症状を確認するために類似の条件下で発作時脳波を記録した。 
【症例】 
症例は 11 か月男児。てんかんの家族歴はなく、発達は正常だった。入浴後に口唇色不良、
眼球上転を認め、3日後に同症状が群発し受診した。同日の脳波で右側頭部起始の焦点発作
の記録を得てカルバマゼピン（CBZ）を開始した。頭部MRIは異常を認めなかった。2か
月後に 3 晩続けて入浴後に発作がありその後群発した。Dravet 症候群の可能性を考慮し
CBZからフェノバルビタール（PB）へ切り替え、シャワー浴とした。しかし、シャワー浴
後にも発作を認め、両親の同意を得て発作時脳波を試みた。脳波室に乳児用木浴槽を設置

し、38℃の湯で 5 分間、下肢中心の湯浴みをした。沐浴槽から出て体を拭く間に、動作停
止、目がうつろ、顔色不良となり、四肢が強直する発作を起こし、皮膚色および意識は緩

徐に回復した。脳波は右中後側頭部の律動波、右側頭部徐波、全般性徐波、強直相のアー

ティファクト、左徐波および右鋭波と推移し、その後に全般性の減衰と徐脈を示した。右

側頭部起始の意識障害を伴い自律神経症状と強直性姿勢を示す焦点発作と診断した。てん

かん関連遺伝子の検索では有意な変異を認めなかった。PBを増量し、以降は 2歳 5か月現
在まで発作はない。 
【考察】 
濡れた体を拭く間に生じた側頭葉起始の発作を捕捉した。SCN1A変異を認めず、湯の皮膚
への接触と同時の発作発現ではなかった。同一状況での発作反復と側頭葉の関与から、わ

ずかな体温変化と皮膚刺激が誘因になった可能性がある。発作時脳波記録が示した発作後

の全般性減衰は一過性徐脈を伴い、てんかん突然死に配慮した慎重な治療計画が必要と考

えた。 

■ 演題抄録
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■ 演題抄録
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■ 演題抄録
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■ イブニングセミナー

　座　長：今村　淳 先生

         （岐阜県総合医療センター　小児科）

　　講演：急性発作の診療：新生児と小児

 

　　演者：奥村彰久 先生

         （愛知医科大学小児科教授）

　　

（イブニングセミナー共催：ユーシービージャパン株式会社・大塚製薬株式会社）

抄録：

　急性発作、特に発作の重積や群発の治療は、新生児および小児の神経疾患診療の大き

な課題の一つである。新生児においては臨床的に症状を把握できない潜在発作が多く、

脳波モニタリングの重要性がよく知られている。小児でも近年脳波モニタリングの重要

性が報告されている。急性発作の診療においては、背景にある病態を的確に把握すると

ともに、脳波モニタリングをうまく利用するのが望ましい。
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2016.11作成

販売元（資料請求先） 製造販売元※効能・効果, 用法・用量, 禁忌を含む使用上の注意等につ
きましては, 製品添付文書をご参照ください.

処方箋医薬品 医師等の処方箋により使用すること

,
®：バイエルグループの登録商標

）mm081×721（ 告広ロクノモ 2/1 4A
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表紙写真：金華山と鵜飼い準備の長良川

協賛企業（50 音順）

【寄付協賛】

エーザイ株式会社

第一三共株式会社

【広告協賛】

アルフレッサファーマ株式会社

エーザイ株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社

塩野義製薬株式会社

第一三共株式会社

富士フイルムファーマ株式会社

ヤンセンファーマ株式会社

ユーシービージャパン株式会社



平成29年7月
第10回日本てんかん学会東海北陸地方会
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